
挑戦の記録
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■イベント名 
第２回インフラマネジメントテクノロジーコンテスト
（インフラテクコン 2021）
 

■スローガン
まちを守る。みらいを創る。
 

■キャッチコピー
繁栄か、廃退か。
街の未来は君たちの「技術」と
「アイデア」に託された。
高専生　挑戦せよ！　

■競技課題 
＜自由テーマ＞
今年度は参加者の独創性を発揮しやすいようテーマは
自由としています。
※テーマ例：広報・合意形成・住民参加・省力化 /
合理化技術・代替サービス・仕組み

＜企業課題＞
協賛企業が設定した特定の課題に挑戦

■対象インフラ
公共インフラ（ネットワーク系、ハコモノ系）すべて
※鉄道、橋梁、道路、電気、ガス、上下水道、通信、庁舎、学校、
文化施設、空港、港湾、清掃工場など 

■コンセプト
＜学びを活かして社会課題を解決するワクワク感を体験＞
インフラマネジメント技術を仲間と一緒に考え・まとめ・発表
することを通して、勉強してきたことがただテストのためだけで
はなく、社会に役立てられることを知る機会とする 

■狙い・目的 
・学校だけでは身につきにくい「課題発見力」を養う
・学校だけでは学びにくい「地域・まち」と「インフラ」の
関係性を知る

・インフラマネジメントへの当事者意識を醸成する
・インフラマネジメントを担うさまざまな企業を知る

■ターゲット 
全国 57 の高等専門学校生

■開催方法
オンラインコンテスト
 

■スケジュール 
＜ 1 次審査＞
 　8 月　2 日 受付開始 
 10 月　4 日 1 次審査資料提出締切 
 11 月　1 日 1 次審査結果発表
＜最終審査＞
 12 月 20 日 審査資料提出締切 
 　2 月　1 日 最終審査結果発表 
 　3 月 11 日 交流会 

■運営等 
＜主催＞
インフラマネジメントテクノロジーコンテスト実行委員会
（NPO 法人シビル NPO 連携プラットフォーム公認事業）

＜共催＞
NPO 法人社会基盤ライフサイクルマネジメント研究会
一般財団法人人生 100 年社会デザイン財団

＜後援＞
国土交通省
文部科学省
独立行政法人国立高等専門学校機構
独立行政法人国際協力機構
公益社団法人土木学会
公益社団法人日本技術士会
公益社団法人日本下水道協会
一般社団法人建設コンサルタンツ協会
一般社団法人持続可能な社会のための日本下水道産業連合会
一般社団法人日本橋梁建設協会
一般社団法人日本建築学会
日本経済新聞社

＜協力＞
インフラメンテナンス国民会議
公益社団法人日本ファシリティマネジメント協会
Doboku Lab.

※ 2022 年 1 月 12 日現在

インフラ写真コンテスト2021

＜入賞作品＞
インフラテクコン 2021 の併催コンテストとして「インフラのある風景～お世話になったインフラ写真コンテスト～」
を開催しました。応募いただいた 30 作品の中から、一般投票の結果、入賞した 7 作品を裏表紙へ掲載しています。

インフラテクコン

公式サイト
https://infratechcon.com/

公式 Instagram
https://www.instagram.com/
infratechcon/

公式 Facebook
https://www.facebook.com/
infratechcon/

公式 twitter
https://twitter.com/
infratechcon
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　新型コロナの変異株が次々と現れ、なかなか日常生活に戻れない中でのインフラテクコン第 2 回開催となりました。応募
作品数は17 で、昨年に比べて幾分減りましたが、新たな高専からの応募があり、電気工学科や生産工学科などからの応募も
あって、幅広い分野の作品が集まりました。書類審査で 11作品を選び、最終審査の動画作品を提出して頂きましたが、動画
作品は昨年以上に素晴らしい出来栄えだったと感じました。ちょっと気付かないユニークなアイデアの作品や、理論と実験を
伴った作品が揃っていて、審査する方もそれなりの見識と覚悟が問われることとなりました。
　インフラの設計、建造、維持管理に関わる技術は非常に幅広く、いろいろな専門分野の情報、技術が求められています。
異分野の出会いこそが新たな飛躍を生み出します。高専の全学科からの参加により、インフラテクコンが更に発展することを
期待いたします。

審査委員長　　丸山 久一 実行委員長　　中川 均

　インフラテクコンは、公益社団法人日本ファシリティマネジメント協会（JFMA）から出版した自治体職員向けの点検マニュ
アル本、「インフラ点検のすゝめ」が原点となってスタートしたものです。そのテーマは「災害を想定外にしない！そのためには
インフラメンテナンス技術者を計画的に育成しないと育たない！」ということでありました。そこでコンテストの開催を通じて、
まずは若い人たちにインフラに関心を持ってもらおう、という趣旨で実施しています。２回の開催を通じて着実にその効果は
あらわれているのではないかと思います。この 2 年間での応募校数は２４校、延べ 47 チームに参加をいただいております。
　交流会では最終審査に残った 9 チームを会場とWeb の 2 本立てで紹介し、なんと15 団体から 38 本という賞をいただ
きました。今年は協賛団体プレゼンブースおよび参加高専プレゼンブースを設置し「インフラ愛を深める～会いたかった、聴
きたかった～」を実践いたしました。来年はもっと大勢の方々との交流ができることを期待しています。皆さまの引き続きのご
協力をお願いいたします。
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交流会コメント

「最優秀賞という大変光栄な賞を頂き、やっと実感が
わいてきたところです。本当にありがとうございまし
た。」

審査講評｠

風レンズという新技術を導入して、小型でも高効率
な風車発電を達成した点が優れている。提案している
風車の有効性に関して、模型による実験や数値的な
裏付けも説得力があり、技術的にも信頼性が高い。
ポイントを絞り、デザイン性も確保しながら、伝える
べき内容がしっかりまとめられており、表現方法まで
含めて高く評価されるプレゼンであった。

あつまれ！ グンマの風
最優秀賞

プレゼン動画URL

風レンズを用いた垂直軸型風車による高効率発電

【日本技術士会賞】【JR 東日本賞】 企業賞 

群馬工業高等専門学校
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審査講評｠

ユニークなアイデアをフィールドでも試行してみた
という熱意・創意が強く感じられた。研究内容でも
流体力学がしっかり活用されている。実験も適切で
あり、学術的には問題はない。ただ、インフラテク
コンとしては、取り扱っている対象があまりに小さく、
解決策としての装置が相対的に大きく、その割には
効果が少ないのが難点である。
なお、普段の生活圏の中から地域の課題を見出し、

それを解決しようと知恵を絞る真摯な姿勢には共感を
覚えた。その姿勢をこれからも大切にしていただきた
い。

田んぼの安全守り隊
優秀賞

プレゼン動画URL

泥に足を取られない無電源圧送長靴

【下水道広報プラットホーム賞：ユニーク賞】 企業賞 

津山工業高等専門学校
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審査講評｠

近年頻発する自然災害（水害）の抑制と交通渋滞の
緩和という複数の課題を地下トンネルの建造で解決
しようという意欲的なもので、費用対効果についても
具体的な検討がなされていて、実現可能性が高い。
複数高専というチーム構成でのチャレンジもよかった。
ただ、プレゼンは複数のテーマを盛り込み過ぎていて、
全体の流れが分かり難くなっていた。

カリカリ ch i c ken
優秀賞

プレゼン動画URL

都市を支える縁の下の力持ち～渋滞×水害なんでもござれ !? ～

【Water-n 賞（ウォータン）】【奥村組賞】 企業賞 

 【下水道広報プラットホーム賞：優秀賞】【日本技術士会賞】【フソウ賞　奨励賞】

企業課題

新しいサービス
「スマート・ライフライン」を創造しよう
（株式会社フソウ）

呉工業高等専門学校 / 神戸市立工業高等専門学校
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交流会コメント

「こんなに賞を頂けて、しっかり頑張ってきた結果が
出て良かったです」
「他のチームの方々のアイデアが面白いものが多くて、
とても勉強になりました。参加して良かったと思います」
「この分野のことを今までやったことがなかったのです
が、様々なことを学ぶことができて良かったです」
「学生たちがほんとによく頑張ってくれました。お疲れ
様でした」（教員）

審査講評｠

水道管など埋設構造物の点検に焦点を当てたＤＸの
導入は、雪国という地域性にも視点が行き届き、今
後の展開に期待が持てる。試作システムの事業者評
価もヒアリングで行っていて、社会実装の可能性は高
いと判断される。ただ、プレゼンは多少単調なので、
文章を減らし絵図や動画を活用すると、更に訴える力
が増すと思われる。

チームぽんぽんぽんきち
地域賞

プレゼン動画URL

水道管の可視化システム

【下水道広報プラットホーム賞：DX（デジタルトランスフォーメーション）賞】 企業賞 

 【JR 東日本賞】【フソウ賞　優秀賞】【古河電気工業賞】

旭川工業高等専門学校
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交流会コメント

「このたび地域賞を頂きました。ありがとうございます。
これからも、この研究を通してたくさんのことを学んで
いきたいと思っています」
「このたびはありがとうございました。これからももっと
新しい考え方で開発や研究に取り組みたいと思い
ます」

審査講評｠

地元の一乗谷朝倉遺跡をモデル現場として、既存の
技術（画像処理ソフト、３D-CAD）を組み合わせる
ことにより、高コストな技術（3D レーザースキャナー）
との置き換えを可能にした点が高く評価される。また、
無人レジシステムへの応用も期待できる。プレゼンで
は、文字、絵、写真、動画が適切に使われていて、訴
える力がある。

ダムとトンネル
地域賞

プレゼン動画URL

汎用デジタルデバイスを用いた写真測量の研究開発

【熊谷組賞】【Doboku lab. 賞】 企業賞 

福井工業高等専門学校
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審査講評｠

牡蠣殻という地域での廃棄物に藻類を加えて、牡蠣
と作物を生育する循環型下水処理を目指すアイデアは
素晴らしい。更に、災害時にも応急的に使用できる
点も魅力的である。システムの有効性は、まだ、実験
室レベルの簡易なものでしか評価されていないので、
実用化に向けた今後の展開が期待される。プレゼンを
もっと魅力的にする工夫も望まれる。

Team  KK- LW t SR
地域賞

プレゼン動画URL

牡蠣殻を用いた持続可能な下水道事業の提案 
～ Local Waste to Sustainable Resource ～
【Water-n 賞（ウォータン）】【下水道広報プラットホーム賞：最優秀賞】 企業賞 

企業課題

第３世代の下水道を描け
（下水道広報プラットホーム）

 【グリーンハート・インターナショナル賞】

呉工業高等専門学校
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審査講評｠

降水量の少ない瀬戸内地域で、水資源の確保等に貢
献してきたため池の老朽化に着目し、その保全のため
のモニタリング技術の開発に取り組む提案は、非常に
有益だと判断される。関係者や有識者との連携も進
んでいることから、今後の展開が期待される。プレゼ
ンは、文字・文章のみの画面が多く、単調になりがち
なので、更なる工夫が望まれる。

烈風
地域賞

プレゼン動画URL

ため池の保全及び有効活用に関する提案

【Water-n 賞（ウォータン）】【ガイアート賞】【フソウ賞　奨励賞】 企業賞 

香川高等専門学校
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審査講評｠

地域の課題である竹害の解決に、脱炭素や SDGs
の観点から、竹を使って河川護岸のための蛇篭の製作
や教育ツールの開発を目指したアイデアは優れている
と判断される。プレゼン動画の技術レベルは非常に高
く、アニメ風のイントロや CM を入れるなど、参加した
各メンバーのプレゼンにかける情熱がよく伝わるもの
となっている。

破竹戦隊　バッサイジャー
チームワーク賞

プレゼン動画URL

竹竹取る取る　首っタケ♥

【熊谷組賞】【日本技術士会賞】 企業賞 

 【グリーンハート・インターナショナル賞】

徳山工業高等専門学校
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交流会コメント

「今回提案させて頂いたインフラメンテナンスの PR
イベント『はしおし』につきまして、イベント開催に向
けて学生主体で動いておりますので、今後様々な企
業の皆様からのご支援ご協力をお待ちしております」
（教員）

審査講評｠

インフラの重要性を市民の方々に理解してもらうた
めに、種々の体験型ワークショップを企画し、それを
実行したことは高く評価される。インフラメンテナンス
の教育コンテンツとしても活用が期待される。今後は、
これらのイベントを継続していく仕組みを考案するこ
とも必要となる。プレゼンでは、イベント時の動画が
あるとよかったと思われる。

Be - M i ce
協賛賞

プレゼン動画URL

はしおし

【ガイアート賞】【日本橋梁建設協会賞】【JR東日本賞】 企業賞 

企業課題

インフラメンテナンスを楽しむ！
（株式会社アイ・エス・エス）

 【ウシワカ大賞】

長岡工業高等専門学校
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審査講評｠

橋の情報を QR コード化して、スマホで簡単にアク
セスできるようにし、単に維持管理に利用するだけで
なく、更に広く橋のスポット巡りなどの観光資源にも
活用するという発想は、高く評価される。プレゼンに
おいても、絵と文字がうまく使われていて、説得力が
ある。まだアイデアの段階なので、具体例が出てくる
と更なる展望が開けると期待される。

NITAC 構造解析 LAB
スマホで楽チン、バーコードをスキャンして橋を点検しよう！

プレゼン動画URL
【160 周年の佐藤工業賞】【日本管財賞】【ウシワカ努力賞】 企業賞 

 【グリーンハート・インターナショナル賞】

明石工業高等専門学校
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企業課題

「牛若」と共に
未来に託す橋づくりを考えてみよう！

（ヤマダインフラテクノス株式会社）

審査講評｠

道路工事などにおける車両規制に着眼し、待ち時間
というネガティブな時間をインフラに関する興味ある
情報伝達時間に変えるという発想は高く評価される。
プレゼンの動画がドラマ仕立てになっていて、説得力
は高い。ただ、工事現場に設置する情報発信パネルは
先頭車両しか見ることができないので、渋滞時には更
なる工夫も必要である。

プレゼン動画URL
【ガイアート賞】【下水道広報プラットホーム賞：広報賞】 企業賞 

 【ウシワカ敢闘賞】

徳山工業高等専門学校

ディバイダ
第 84 話　土木土木パネル大作戦☆～もしかしてアタシ、あいつのこと…～
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学んで創れるエンジニア
奨励賞

プレゼン動画URL

Generative× Transformation　”ジェネトラ”

【フソウ賞　優秀賞】 企業賞 

松江工業高等専門学校
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ガイアート賞 株式会社ガイアート

Be-Mice長岡高専

烈風香川高専

NAO( ナオ )石川高専

ディバイダ徳山高専

カリカリchicken呉高専 & 神戸高専

Team KK-LWｔSR呉高専

烈風香川高専

Water-n 賞（ウォータン） 一般社団法人Water-n

株式会社グリーンハート・インターナショナル

破竹戦隊　バッサイジャー徳山高専

グリーンハート・インターナショナル賞

Team KK-LWｔSR 呉高専

NITAC 構造解析 LAB明石高専

チームぽんぽんぽんきち旭川高専

古河電気工業賞 古河電気工業株式会社

株式会社フソウ

チームぽんぽんぽんきち旭川高専

フソウ賞　優秀賞

カリカリchicken呉高専 & 神戸高専

フソウ賞　奨励賞

学んで創れるエンジニア松江高専

烈風香川高専

カリカリchicken呉高専 & 神戸高専

奥村組賞 株式会社奥村組

下水道広報プラットホーム

Team KK-LWｔSR呉高専

下水道広報プラットホーム賞：最優秀賞

田んぼの安全守り隊津山高専

下水道広報プラットホーム賞：ユニーク賞

ディバイダ徳山高専

下水道広報プラットホーム賞：広報賞

チームぽんぽんぽんきち旭川高専

下水道広報プラットホーム賞：DX（デジタルトランスフォーメーション）賞

カリカリchicken呉高専 & 神戸高専

下水道広報プラットホーム賞：優秀賞

ヤマダインフラテクノス株式会社

Be-Mice長岡高専

ウシワカ大賞

NITAC 構造解析 LAB明石高専

ウシワカ努力賞

ディバイダ徳山高専

ウシワカ敢闘賞

破竹戦隊　バッサイジャー徳山高専

ダムとトンネル福井高専

熊谷組賞 株式会社熊谷組

NITAC 構造解析 LAB明石高専

風車 girls福井高専

NAO( ナオ )石川高専

160 周年の佐藤工業賞 佐藤工業株式会社

ダムとトンネル福井高専

Doboku lab. 賞 Doboku lab.

NITAC 構造解析 LAB明石高専

日本管財賞 日本管財株式会社

Be-Mice長岡高専

日本橋梁建設協会賞 一般社団法人日本橋梁建設協会

カリカリchicken呉高専 & 神戸高専

あつまれ！グンマの風群馬高専

破竹戦隊　バッサイジャー徳山高専

日本技術士会賞 公益社団法人日本技術士会

Be-Mice長岡高専

あつまれ！グンマの風群馬高専

チームぽんぽんぽんきち旭川高専

JR 東日本賞 東日本旅客鉄道株式会社

企 業 賞
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■ 株式会社アイ・エス・エス
■ 一般社団法人 Water-n
■ 株式会社奥村組
■ 株式会社ガイアート
■ 管清工業株式会社
■ 株式会社熊谷組
■ 株式会社グリーンハート・インターナショナル
■ 下水道広報プラットホーム
 （株式会社 NJS、株式会社水道アセットサービス、月島テクノ
メンテサービス株式会社、株式会社日水コン、株式会社フソウ）

■ 笹島建設株式会社
■ 佐藤工業株式会社

■ 株式会社水土技術研究所
■ スバル興業株式会社
■ 株式会社特殊高所技術
■ 株式会社南紀白浜エアポート
■ 西松建設株式会社
■ 日本管財株式会社
■ 一般社団法人日本橋梁建設協会
■ 東日本旅客鉄道株式会社
■ 株式会社フソウ
■ 古河電気工業株式会社
■ ヤマダインフラテクノス株式会社

【プラチナパートナー】 

【ゴールドパートナー】 

■ アース建設コンサルタント株式会社
■ アイセイ株式会社
■ 株式会社ウォールナット
■ 噂の土木応援チームデミーとマツ
■ 株式会社エイト日本技術開発
■ 株式会社エービーシー商会
■ 一般社団法人沖縄しまたて協会
■ 株式会社オリエンタルコンサルタンツ
■ 基礎地盤コンサルタンツ株式会社
■ 株式会社 SPEC（笹口技術士事務所）
■ J IP テクノサイエンス株式会社
■ 特定非営利活動法人
 社会基盤ライフサイクルマネジメント研究会
■ 株式会社ジャパン・インフラ・ウェイマーク
■ 世紀東急工業株式会社
■ 西武建設株式会社
■ 一般社団法人ソーシャルテクニカ

■ 株式会社長大
■ 一般社団法人ツタワルドボク
■ 株式会社テクノ東北
■ 有限責任監査法人トーマツ
■ 株式会社日興建設コンサルタント
■ パシコン技術管理株式会社
■ 株式会社パスコ
■ 阪神高速技術株式会社
■ 株式会社ピー・アイ・ティー
■ 日比谷総合設備株式会社
■ 株式会社ベイシスコンサルティング
■ 株式会社間瀬コンサルタント　
■ 丸磯建設株式会社
■ メトロ設計株式会社
■ ヤシマ工業株式会社
■ 八千代エンジニヤリング株式会社

【オフィシャルサポーター】 

■ 安蘓　秀徳
■ 荒川　史生
■ 石川　雄章
■ 岡村　正
■ 熊倉　信行
■ 鈴木　進悟（NPO 法人神岡・町づくりネットワーク）

■ 高橋　邦夫（NPO 法人地域インフラ研究会）
■ 高山　保
■ 塚本　恵
■ 辻田　満
■ N ITKCS
■ 山中　鷹志

第2回インフラマネジメントテクノロジーコンテスト
2022年 6月 1日発行
発行者 : インフラマネジメントテクノロジーコンテスト実行委員会　
東京都荒川区西日暮里2-40-3　アイセイ株式会社内
Tel.03-6806-7281

敬称略 /50 音順協賛企業・協賛団体・協賛者一覧

審査委員長 丸山　久一 長岡技術科学大学　名誉教授
副委員長 中澤　祥二 豊橋技術科学大学　建築・都市システム学系　教授
 池田　直隆 株式会社南紀白浜エアポート　オペレーションユニット長
 今井　努 CATS-B（しゅうニャン橋守隊）　発起人代表
 植野　芳彦 富山市　政策参与
 岡久　宏史 公益社団法人日本下水道協会　理事長
 柏　貴裕 株式会社三菱総合研究所 スマート・リージョン本部　研究員
 近藤　三津枝 甲南女子学園　理事・評議員
 鈴木　隆司 日本経済新聞社　 イベント・企画ユニット 部長
 戸谷　有一 一般社団法人日本アセットマネジメント協会　理事
 松本　正人 NEXCO-West USA　President and CEO
 山崎　エリナ 山崎エリナ写真事務所　写真家

顧問　 丸山　久一 長岡技術科学大学　名誉教授

顧問　 中澤　祥二 豊橋技術科学大学　建築・都市システム学系　教授

顧問 田村　隆弘 福井工業高等専門学校　校長

委員長 中川　均 公益社団法人日本ファシリティマネジメント協会　
  インフラマネジメント研究部会　会長

副委員長＆事務局長 岩佐　宏一 アイセイ株式会社　代表取締役　
  インフラメンテナンス国民会議　実行委員

副委員長＆イベント企画運営部会長 
 本間　順 株式会社駒井ハルテック　橋梁工事本部　橋梁保全事業室　部長

イベント企画運営部会 逸見　茜 株式会社ＩＨＩインフラ建設

イベント企画運営部会 仲田　尚樹 ヤシマ工業株式会社　専務取締役

イベント企画運営部会 細沼　宏之 独立行政法人鉄道運輸機構　北陸新幹線建設局　小松事務所

イベント企画運営部会 幸野　茂 株式会社ガイアート　道路維持戦略室　室長

ＰＲ部会長 奥田　早希子 一般社団法人 Water-n　代表理事
  インフラメンテナンス国民会議　実行委員

ＰＲ部会 河野　小春 株式会社駒井ハルテック

ＰＲ部会 大谷　善計 株式会社日本経済新聞社 メディアビジネス　イベント・企画ユニット　事業グループ　
  シニアプロデューサー

ＰＲ部会 望月　友貴 早稲田大学　創造理工学部　社会環境工学科

  Doboku Lab.

ＰＲ部会＆事務局 岡野　登美子 アイセイ株式会社

競技企画部会長 田村　裕美 一般社団法人ソーシャルテクニカ　代表理事
  インフラメンテナンス国民会議　実行委員

競技企画部会 井林　康 長岡工業高等専門学校　環境都市工学科　教授

競技企画部会 渡邉　大介 株式会社ガイアート 道路維持戦略室　副部長

競技企画部会＆監事 多和田　俊介 株式会社アイ・エス・エス

監事 川村　正夫 公益社団法人日本ファシリティマネジメント協会

監事 佐藤　芳宏 公益社団法人日本ファシリティマネジメント協会

審査員名簿

実行委員会名簿



①金賞「スレの皆には悪いけど」（ぺこーらに、告白しようと思ってる。＠旭川高専）
②銀賞「春の訪れ」（ぽんきち＠旭川高専）
③佳作「親子橋」（オタ活わっしょい＠呉高専）
④佳作「流れ雲」（P.crimson ＠呉高専）
⑤佳作「小白鳥の羽休め」（てっちゃん＠福井高専）
⑥佳作「勇者たちに思いをはせて」（かつれつ＠香川高専）
⑦佳作「大に負けない」（おかもと＠呉高専）

①

③ ④ ⑦
⑤ ⑥

②

インフラ写真
コンテスト2021
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